
 

『
崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会
』
ー
特
別
会
合
ご
案
内
― 

 
 

   
 
 

申
珏
秀
駐
日
特
命
全
権
大
使
歓
迎
夕
食
会 

  
 

酷
暑
の
み
ぎ
り
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
如
何
お
過
ご
し
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？ 

 

お
伺
い
申
し
上
げ
ま
す 

 
 

さ
て 

六
月
十
日
申

珏
秀
大
使
が
着
任
さ
れ
ま
し
た

 
 

崔
先
生
と
は
一
九
八
六
年
の
大
使
駐
日
大
使
館
時
代 

 

よ
り
親
交
が
お
あ
り
で
す 

 
私
共
は
崔
先
生
を
囲
み
日
韓
問
題
を
勉
強
す
る
会
を
続
け
て
お
り
ま
す 

 

こ
れ
か
ら
の
大
切
な
日
韓
友
情
の
為
に
熱
き
歓
迎
を
申
し
上
げ
度
く
急
ぎ
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す 

 

場
所
は
都
内
一
美
し
い
夜
景
が
望
め
ま
す
恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス 

タ
ワ
ー
三
十
九
階
に
設
営
致
し
ま
し
た 

ど
う
ぞ
万
障
お
繰
り
合
わ
せ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す 

 

二
〇
一
一
年
七
月
二
十
二
日 

 
「
崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会
」 

 
 
 

世
話
人 

寺
田 

佳
子 

 

記 
      

 

日 
 

時    

二
〇
一
一
年
八
月
四
日(

木)

十
八
時
三
十
分
よ
り
二
十
時
半
予
定 

受
付
十
八
時
よ
り 

 
 

 
 

場 
 

所    

東
天
紅 

恵
比
寿
ガ
ー
デ
ン
プ
レ
イ
ス 

タ
ワ
ー
三
十
九
階 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

山
手
線
・
地
下
鉄
日
比
谷
線
恵
比
寿
駅
東
口
徒
歩
五
分 

電
話 

〇
三
―
五
四
二
四
―
一
〇
一
五 

 
 

 
 

 

会 
 

費  
 

一
万
円 

（
宴
会
費
九
千
円
・
通
信
費
他
等
千
円
） 

ご
出
欠
は
同
封
の
葉
書
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
八
月
一
日(

月)

迄
に
お
返
事
下
さ
い
ま
す
様
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

（
当
日
の
お
取
り
消
し
は
ご
容
赦
下
さ
い
） 

『
崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会
』
連
絡
先
・
オ
ズ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
内 

寺
田
・
白
村
・
鈴
木 

 
 
 
 

  
 

 

電
話 

〇
三
―
三
四
〇
四
―
一
一
八
八 

フ
ァ
ッ
ク
ス 

三
四
〇
四
―
六
三
〇
一 

 
 

 
 

『
崔
書
勉
先
生
を
囲
む
会
』 

Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
先 

 

三
四
〇
四
―
六
三
〇
一 

  
 

 

御 

出 

席 

 

御 

欠 

席 

  

お 

名 

前 

ご
連
絡
先 

 

シ 

ン 

ガ 

ク 

シ 

ュ 

ウ 


